
未来社会のあるべきかたち

隣接する植物遺伝子の隠された力を解き放つ

より良い苗の組み合わせでオオムギ畑を健康に

将来の持続可能な食料生産を支える

隣りあう植物は重要か?

遺伝学を用いて隣接植物がオオムギの病気に

どのように影響するかを明らかにする
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畑では、植物は決して一人で育たない
すべてのオオムギの苗は隣接する苗に囲まれる

病気の拡散→
弱い植物

病気は広がらない→
強い植物

隣接する植物同士は
空間、栄養分、光、水を共有し
互いの健康に影響を与え合う

オオムギ畑において、隣接する個体の遺伝子型は
その個体の病害に影響を及ぼすのか ?

研究背景

研究課題

どうやって検証したの?

何が見つかった?

CAIGEデータセットから
800品種のオオムギを使用

病気の程度を示す数値を
データセットから参照

データセットから
遺伝情報を参照

遺伝学ツールであるNeighbor 
GWASを用いてデータを解析

染色体7に、近隣効果に関連
するゲノム領域を発見。
隣接植物に囲まれた個体の
病害減少に有意に寄与する
ことが分かった。

私たちの発見は、隣接する
植物の遺伝子が、持続可能
な生産のためのより良い品
種の設計に役立つことを示
唆している。

ケースA ケースB

菌類の胞子が葉に落ちる 菌類の胞子が葉に落ちる
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